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別添１

令和7年1月28日

協議会名：荒尾市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名：地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

産交バス（株）

令和6年12月に路線再編を実施し、有
明医療センターへの乗入れを開始した
ほか、ニーズに応じたを運行回数･ダイ
ヤを設定し、利便性の向上を図った。
今後については、モビリティ・マネジメン
トの対象者や手法について検討し、効
果的な利用促進策を実施する。具体的
には、路線バス利用者の裾野を広げる
ため、高校生を対象とした学校向けの
モビリティ・マネジメントの実施を検討す
る。また、おもやいタクシーとの相互利
用を推進することで利用促進を図る。

地域包括支援センターが主催する介護
予防教室の参加者を対象に、参加者の
行動パターンに合った公共交通利用プ
ランの提案等を行う「モビリティ・マネジ
メント」を実施し、利用促進を図った。
また、市内の幼稚園・保育園において、
バス乗り方教室を実施したほか、ゆめタ
ウンシティモールにおいても、バス乗車
体験会を実施した。いずれの施策にお
いても、「無料お試し乗車券」を配付し、
利用促進を図った。

産交バス（株） 倉掛線の運行 A
事業が計画に位置づけられ
たとおり、適切に実施され
た。

直近1年で公共交通を利用
した市民の満足度について
は目標値の65％に対して、
48.5％、路線バス（産交バス
市内路線）の利用者数につ
いては目標値の178,500人
に対して、149,169人で、目
標を達成できなかった。

C

直近1年で公共交通を利用
した市民の満足度について
は目標値の65％に対して、
48.5％、路線バス（産交バス
市内路線）の利用者数につ
いては目標値の178,500人
に対して、149,169人で、目
標を達成できなかった。

住吉線の運行 A
事業が計画に位置づけられ
たとおり、適切に実施され
た。

C

令和6年12月に路線再編を実施し、有
明医療センターへの乗入れを開始した
ほか、ニーズに応じたを運行回数･ダイ
ヤを設定し、利便性の向上を図った。
今後については、モビリティ・マネジメン
トの対象者や手法について検討し、効
果的な利用促進策を実施する。具体的
には、路線バス利用者の裾野を広げる
ため、高校生を対象とした学校向けの
モビリティ・マネジメントの実施を検討す
る。また、おもやいタクシーとの相互利
用を推進することで利用促進を図る。

地域包括支援センターが主催する介護
予防教室の参加者を対象に、参加者の
行動パターンに合った公共交通利用プ
ランの提案等を行う「モビリティ・マネジ
メント」を実施し、利用促進を図った。
また、市内の幼稚園・保育園において、
バス乗り方教室を実施したほか、ゆめタ
ウンシティモールにおいても、バス乗車
体験会を実施した。いずれの施策にお
いても、「無料お試し乗車券」を配付し、
利用促進を図った。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

事業が計画に位置づけられ
たとおり、適切に実施され
た。

④事業実施の適切性

C

⑤目標・効果達成状況

モビリティ・マネジメントの対象者や手法
について検討し、効果的な利用促進策
を実施する。また、おもやいタクシーと
の相互利用を推進することで利用促進
を図る。

モビリティ・マネジメントの対象者や手法
について検討し、効果的な利用促進策
を実施する。また、おもやいタクシーと
の相互利用を推進することで利用促進
を図る。

（有）荒尾タクシー、平和タ
クシー（有）、（有）有明タク
シー

荒尾市予約型乗合タクシー（平
井地区）の運行

A

直近1年で公共交通を利用
した市民の満足度について
は目標値の65％に対して、
48.5％、乗合タクシーの利
用者数については目標値
の21,500人に対して、21,170
人で、目標を達成できな
かった。

地域包括支援センターが主催する介護
予防教室の参加者を対象に、参加者の
行動パターンに合った公共交通利用プ
ランの提案等を行う「モビリティ・マネジ
メント」を実施し、利用促進を図った。
また、広報紙や市のホームページ等に
より、情報発信を行った。

地域包括支援センターが主催する介護
予防教室の参加者を対象に、参加者の
行動パターンに合った公共交通利用プ
ランの提案等を行う「モビリティ・マネジ
メント」を実施し、利用促進を図った。
また、広報紙や市のホームページ等に
より、情報発信を行った。

直近1年で公共交通を利用
した市民の満足度について
は目標値の65％に対して、
48.5％、乗合タクシーの利
用者数については目標値
の21,500人に対して、21,170
人で、目標を達成できな
かった。

（有）荒尾タクシー、平和タ
クシー（有）、（有）有明タク
シー

荒尾市予約型乗合タクシー（府
本地区）の運行

事業が計画に位置づけられ
たとおり、適切に実施され
た。

A C
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令和6年12月に路線再編を実施し、有
明医療センターへの乗入れを開始した
ほか、ニーズに応じたを運行回数･ダイ
ヤを設定し、利便性の向上を図った。
今後については、モビリティ・マネジメン
トの対象者や手法について検討し、効
果的な利用促進策を実施する。具体的
には、路線バス利用者の裾野を広げる
ため、高校生を対象とした学校向けの
モビリティ・マネジメントの実施を検討す
る。また、おもやいタクシーとの相互利
用を推進することで利用促進を図る。

産交バス（株） 八幡台線の運行 A
事業が計画に位置づけられ
たとおり、適切に実施され
た。

地域包括支援センターが主催する介護
予防教室の参加者を対象に、参加者の
行動パターンに合った公共交通利用プ
ランの提案等を行う「モビリティ・マネジ
メント」を実施し、利用促進を図った。
また、市内の幼稚園・保育園において、
バス乗り方教室を実施したほか、ゆめタ
ウンシティモールにおいても、バス乗車
体験会を実施した。いずれの施策にお
いても、「無料お試し乗車券」を配付し、
利用促進を図った。

C

直近1年で公共交通を利用
した市民の満足度について
は目標値の65％に対して、
48.5％、路線バス（産交バス
市内路線）の利用者数につ
いては目標値の178,500人
に対して、149,169人で、目
標を達成できなかった。
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地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

●高齢社会への対応や財政負担の軽減、環境問題等に配慮しながら、利便性の向上を図る。
○地域間幹線である「荒尾玉名線」と、支線である「予約型乗合タクシー」や八幡台線をはじめとしたバス路線及びおも
やいタクシーが連携することで、玉名市・荒尾市両市の地域間の移動や市内の移動の円滑化を図り、効率的な運行体
系及び乗継ぎを実現する。

●地域公共交通の利用者の増加を目指す。
○個々の生活パターンに合った公共交通の利用方法を提案するモビリティ・マネジメントを実施し、利用促進を図る。ま
た、農村集落が点在する「平井地区」及び「府本地区」では、予約型乗合タクシーの利用方法や利便性向上に関する情
報発信を行うことで、高齢者等の買い物や通院などの日常生活に必要不可欠な移動手段を確保する。
さらに、R2.10から運行を開始した「おもやいタクシー」が既存の公共交通機関を補完することで、相互利用の推進や潜
在利用者の掘り起し等、公共交通全体の利用促進を図る。

●市民みんなで地域公共交通を「守り」「育む」意識の高揚を図る。
○広報紙やホームページ等を活用し、啓発を強化する。

別添１－２

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

令和7年1月28日

協議会名： 荒尾市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金
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４【参考】フィーダー補助対象系統（令和６年度）

：フィーダー補助対象系統


